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で ん き の 礎

―振 り遅 れ ば 未 来 が 見 え る 一

電気学会では、平成 20年 に創立 120周 年を迎えた、そのときから、科学技術の

未来の糧として、歴史的に記念される “モノ"、 “場所 "、 “こと"、 “人 "を顕彰 して

きました。その数は、今回の第7回で47件 に及びます。

この顕彰制度の背景には、歴史にふれることのみならず、そのことによりあらたな

科学技術の目標を創出することにもあります。この温故知新の考えも重要であり

ますし、逆に新しいことを考えて、歴史を知ることも重要であります。

平成 23年 3月 11日 以後におけるエネルギー、特に電気エネルギーに関する関心が

社会的に広まっている今こそ、過去に立ち返り、先人の考え方、先人の業績を振 り

返ることも非常に重要であると考えます。この考え方を進めるためにも、この幅広い

観点も含めた顕彰制度をますます充実させる必要があることとなります。

今後 も、電気工学は、人類共通の課題である “エネルギーと環境の課題を克服 し、

知的で健康 な生活 を送ることがで きる社会をつ くる "の解決に向かって、さらに

貢献を続けてい くことにな りましょう。この “でんきの礎 "も その一助になること

でしょっ。

電気学会は、昨年創立125周年を迎えました。新しいパラダイムを創出することも

含めたさらなる未来志向の学会となる方向に向かっています。

平成 26年 3月

第7回顕彰委員会 委員長

lキコ し

第 7回 でんきの礎

爾 魚群探知機

繊
電写制御モータを生んだ高感度 lnSb薄膜ホール

素子

平成 26年 3月

(顕彰名称 50音順)

古野電気株式会社

イ

旭化成株式会社

第7回 「でんきの礎」 決定までの流れ

でんきの礎ホームページ等に「でんきの礎」公募案内を掲載

平成 25年 2月 28日   公募締切

平成 25年 3月     顕彰委員会より顕彰選考小委員会に精査要請

平成 25年 3月     顕彰選考小委員会による精査 (現地調査・ヒアリング含む)

～平成 25年 11月

平成 25年 44月    顕彰選考小委員会より顕彰委員会へ精査結果答申

顕彰委員会にて審議・了承,理事会へ上程

平成 25年 42月    理事会にて顕彰対象決定

顕彰候補者に内定連絡

平成 26年 1月     顕彰候補者より受賞承諸回答入手,確定

平成 26年 3月 49日   第 ?□電気技術の顕彰制度「でんきの礎」授与式にて

顕彰状および記念品授与

32

菱電機株式会社爾 全熱交換形換気機器 ロスナイ

こ と

爾 pinダイオー ドと静電誘導 トランジスタ・サイ

リスタ
東北大学

こ と

爾
郵便物自動処理システム

株式会社東芝

郵政博物館
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逮蕗

Fish Finder

①

魚群探知機 |よ、水中に超音波を送信し、その反射波の受信により魚群を映像化して探矢B

する装置です。長崎県で漁船の電気工事業を営む古野清孝、清蔓兄弟 |よ、海底地形探査や

座礁防止に用いられていた音響瀾!深機を改造し、音響特性が水に近く検矢Bし にくい勲群を

見つけられる魚群探矢El機を世界で初めて実用化しました。受信機の増幅回路を改造して感度

を向上し、また船の周囲に発生する泡による走行雑音抑制のため船底に穴を開けて送受波器

を設匿するなど装備方法の工夫を行いました。こうして開発された魚群探知機 |よ 4948年

(昭和23年)にイワシ魚群の的裕な探矢Eに成功、漁獲高を飛躍的に向上させ、漁業に不可欠

な機器として広く普及しました。

漁獲高の向上により第 2次世界大戦後不足していた日本の蛋白質資源を確保し、国民生渚

の安定に貢献しました。現在で|よ、廻々の魚の正確な大きさ・魚群のノ刀＼布密度・魚量も知る

ことができる計量魚群探矢B機がPテ =弓 発され、学術調査や水産資源の保護管理に喜重要な役害」を

果たしています。黒群探矢□機 |よ漁業に科学の目を与えて漁法に画期的な変革をもたらし、

電気技術が水産業の近代化を実I見 した点で重要なl面値を有しています。

ぎょぐん たん ち き

発射した超音波

一́式
魚群

弯

海底

魚群探知機

②

-Om

-160m 
③

④

(写真提供 :古野電気株式会社)

① 初期の量産型記録式魚群探知機「F261」 (1950年代)

② 超音波による魚群探知の原理

③ 海底付近に集まった鯛の魚群の像 (新潟沖。1950年代の記録紙)

④ 古野電気工業所 (1950年頃)
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☆顕彰先   :古 野電気株式会社

☆所在地   :〒 6628580 兵庫具西宮市芦原田ゴ9番 52号

☆ホームページ :http://www,furuno,cojp

☆アクセス(最寄駅 ):」 R東海道本線西宮駅または阪急神戸線西宮北□駅より徒歩 10分
③ 84型 2周波カラー液晶魚群探知機「FCV 587」 (魚のサイズと海底の底質がわかる最新機種)



全熱交換形換気機器 ロスナイ

LOSSNAY:Energy Recovery VentWator
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尊

③

⑤

①

ロスナイ |よ 、取り込む外気と排気する室内空気の P日弓で、思度 (顕熱)と湿度 (潜熱)の
交!奥 を行い、l奥気に伴う空調エネルギーロスを大幅に低減する、三菱電機株式会社が開発

した世界初の紙による静止形全熱交換形↓奥気機器の名称です。耳又り込む新鮮な空気と、冷暖

房された屋内の空気の間で顕熱のみならず、潜熱も交換して換気するため、省エネルギー性

に優れ、同時に快適性も得ることが可能です。

ロスナイの心臓部となる熱交換エレメン ト (ロ スナイエレメン ト)は、紙で作つた筒に

患を吹き込んだ際に、患の温かさが紙から手に伝わることア)＼ ら着想し、紙の悪度と湿度の

双方を伝える性質を応用して開発されなした。特殊加工紙でできた仕切板とP日弓隔板とで構

成されるロスナイエレメン ト|よ、仕切本反で取 り込む外気と排気する室内空気がノ
刀＼離され、

効率よく温度と湿度を交↓奥して換気することが可能です。また、外気と室内空気|よ ロスナイ

エレメン トを介 して行き来するため、室外ダ)｀ ら室内への音の遮音性能にも傷れています。

ロスナイ |よ 、4969年 (昭和 44年)に開発され、49?8年に国内特許を取得、海外特許

|よ 6ヶ 口で取得しており、住宅、病院、オフィスビル、電車等に広く普及しています。

近年、節電意識が定着しつつありますが、ロスナイ lよ居住空間の空調
ノ
刀＼野で省エネ性能

を向上させる多大な貢献をした製品と言えるでしょう。

(写真提供 |三菱電機株式会社)

①初代ロスナイ

② ロスナイエレメント

③ 全象交換の原理図

④ ロスナイ換気機器 (業予ヵ実用)スケルトン図

⑤ ロスナイ設置例

◎ 現在ロスナイが採用されている例

太欣半導体内湖弁公室

(写真提供 :台湾三菱電機)

④

6

Outdoor AJ「
(室外の新鮮な空気)

Suppry AI「
(室内に快ln6する室霊)ぬ

とⅢ莉モ■■■
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☆顕彰先   :三 菱電機株式会社

☆展示場所  :〒 508-8666 岐阜県中津サ市駒場田」1-3(中津川製作所)

☆ホームページ :httpプ /www.mhsubishielectric,co.jp/

☆アクセス(最寄駅 ):」 R中央本線 中津川駅

麟
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新幹線 N700系



高感度 inSb薄 膜ホール素子
High―Sensitivity lnSb Thin― F‖ m Ha‖ Element

①

ホール素子 |よ、電流を運ぶ電子や正写しが磁界により力を受けて電流と磁界に直角な方向

に電圧を発生するというホール効果により磁界を検出するセンサです。真空慕若法により

製作された半導体 nSbの薄膜と軟磁性のフェライ トを組み合わせることによって、感度

の飛躍的向上と温度変化低減に世界で初めて成功 し、4975年 (B召 和 50年)に 高感度

nSb薄膜ホール素課が量産化されました。この素子 l[丈 、角速度を精密に電子制御する小型

ホールモータ (直流ブラシレスモータ)の永久磁石回転子の回転検出に使われ、その実用化

と量産化を実現しました。

ホールモータtよ、従来のモータに必要であつた接点スイッチがないため電磁ノイズを抑え

られ、また効率も高いため省エネルギーに役立ち、ビデォテープレコーダやパソコン等の

電子情報機器における機械駆動に大量に使われ、さらに冷蔵庫や洗濯機等の家庭電化製品

や自動車部品などにも多用されています。

高感度 lnSb薄膜ホール素子|よ、この他にも非接角虫スイッチ、また直流ブ)｀ ら過波電流まで

非接触で検出できる電流センサなど多くの装置でも利用され、更なる応用が期待されてい

ます。開発以来、2043年 までの累積生産量が 240億 1固を超え、磁界センサとして世界で

最も多く使われ、電気 電子 情報産業を長く支えてきた重要な貢献をしています。

②

コイル

高感度insb薄膜ホール素子 :

1永久磁石回転子

④

(写真提供 :旭化成株式会社)

① 高感度 nSb埓膜ホール素子の拡大写真

② 磁気増幅構造を持つ高感度lnSb薄膜ホール素子の断面

③ ホール素子における磁界検矢Eの動作原理

④ 高感度InSb薄膜ホール素子の製品群

⑤ 高感度inSb薄膜ホール素子により電子制御されるビデオテープレコーダ用キャプスタンモータ

でん し せい ぎょ も た
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―振 り返 れ lよ 未 来力く見 え る―

電子制御モータを生んだ
こうメ)｀ ん どいんじゅ―むあんちもないどはくまく ほ 一 る そ し

③

⑤

98

3層電極

フェライト基板

金 ワinSb薄膜

フェライトチップ  絶縁層

ホール電圧

2

4

電 流

Vin

駆動電圧

磁界

(磁束密度 B)

1,3入 力端子

2,4出 力端子

☆顕彰先   :旭 化成株式会社

☆展示場所   :旭 化成延岡展示センター

〒882-0847 延岡市旭 E」 6丁 目4100番地 旭化成向陽倶楽部内

☆ホームページ :httpプ/www.asahi― kasei.cojp/asahittp/CSr/cijzenship/nobeoka.html

☆アクセス (最寄駅):」 R日 豊本線 延岡駅より宮崎交通バス安賀多5丁目下車徒抹5分
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pinダイオード 高伝導度変調⇒「低オン子氏抗」

②

③

静電誘導 (Static lnducjon)デバィスの位置づけ

Power Devices Family
u典 :ブ ラズマ イ亥融合学会議 Vo 8'No5 p368(2005)

⑤

で ん 吉 の 礎

―振 り返 れ ば未 来が 見 え る―

pinダイオー 電誘導

pin Diode,Static induction Transistor and Thyristor

pinダイオー ド

静電誘導トランジスタ                 静電誘導サイリスタ
   ①

静電誘導デバイス |よ高周波特性に優れ、数百 V程度の低電圧用静電誘導 トランジスタ

(Static nduction Transistori S T)と pinダィオードの原理を用いた中高電圧用静電誘導

サイリスタ (Static nduction Thyristor i SIThy)に分類されます。SIT(1950年 発日月)|よ

優れた電流増幅特性、低抵抗ゲー ト特性などの特徴も有 し、4970年 代後半に|よそれまで

半導体で|よ実現されなア)｀ った高周波加熱用電源、インバータ電源、高周波アンプ等に利用

されました。近年、更に低損失化を目指す SiCな ど化合物半導体デバイスのノ
刀
＼
野において

SITの低損失特性を渚かす研究Pォ弓発も進展し、その成果は世界的に数多く報告されています。
pinダイオー ド (1950年発日月)|よ p層 と∩層に挟まれた半導体基板中央に絶縁層である

1層を挟むことで、順方向電圧をE日力日すると 1層で伝導度変調が生じて抵抗が著しく低下し、

逆方向電圧が印力BされたB寺 |よ 高抵抗で高耐圧という理想的な整流特性を示すため、大多数

のダイオー ドの基本構造として王見在も幅広い分野で利用されています。

SIThy tよ (1973年発明)動作周波数、電力容量共に広い動作領域をもち、低オン抵抗、

大電流増幅率の特長島有し、4980年代ア)｀ ら 4990年代に堂光灯、電気鉄道、電カインバータ

等に利用されました。今後、製造技術の発展と共に低損失高耐圧スイッチングデバイスと

しての展開が期待されています。

これら日本発のデバイス |よ、その構造それぞれにホロ関があり、何れも西澤潤―博士に

よつて発日月され、世界のパワー半導体の発展に大きく貢献して来たと言え患す。

園

回
鰺

アノー

ドレイ

ア//― ド

高抵抗“真性(intnnsc)半 ぞ体⇒「高耐圧」

ゲート ―卜pbasc層

ャネル

ソース

カソード

カソード

SIト ランジスタiSIT ゲ

チ

低:氏抗ゲートチャネル⇒「高速動作」

SIサ イリスタ;SIThy

“pinダイオード"+“4層サイリスタ"+“ゲートチャネル"

⇒「低オン抵抗&高耐圧&高速動作」

④

(写真提供 :東北大学、NECト ーキン株式会社、日本ガイシ株式会社)

① pinダイオード、静電誘導トランジスタ、静電誘導サイリスタ

② 西澤記念資料室玄関

③ 資料室内の様子

④ pinダイオービと静電誘導トランジスタ サイリスタの構造とその特徴

⑥ パワーデバイスファミリーに於ける静電誘導デバイスの位置づけ
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☆顕彰先   :東 北大学

☆展示場所  :西澤記念資料室
〒980-8576イ山台市青葉区川内28東北大学川内南キャンパス入試センター内

☆ホームページ :httpプ /www.tohoku.ac.,p/

☆アクセス (最寄駅):」 R仙台駅より仙台市営バス東北大学入試センター前下車徒歩 2分

10



ヽ|

ゆうびんぶつ け どう しょ り し す て もヽ

鰺
こと

で ん き の 礎

―振 り巡 れ ば 未 米 が 見 え る―

郵便物自動処理システム

OCR Letter Sorting Machine System

ll

‖

①

郵便物の取芋ノ段量|よ戦後の経済成長に伴つて飛躍的に伸び、人手処理での限界に近づいて
いたことア)｀ ら、郵政省で|よ郵便仕分け業務の機械化を検討していました。東芝でlよ それを
受けて 1965年 (昭和 40年)にプロジェク トを立ち上げ、郵便局内の作業を系統的にノ刀＼

析することから着手し、翌年に制限手書数字を読取る最初の試作機を製作し、1967年に
世界初の手書き文字読取試作機 TR 2型を完成させました。

自由手書きで|よ、筆記用具、字の大きさと位置、線の太さと濃度など千差万別です。そこ
で自由手書き数字認識で|よ、「並列ペナルティ オートマトン方式」と呼ばれる方法により、
全国から集めた30万字にも及ぶサンプルを使つて文字ス トロークの接続関係、位置関係
などをルール化して、筆記者や書体によるバリエーションを□及収し高い認識率を実王見しま
した。この方式 lよ その後、「輪郭構造マッチング法」へと改良され、現在の技術へとつな
がつています。

読取区分機実用化と並行して 1967年に|よ世界初の切手検出方式による郵便物自動取揃
押 E日機、翌年にlよ 沼字印刷数字を読取る読取区ノ刀＼機が完成し、TR 2型 の実用機である
TR-3型 (区分ポケット50□ )と TR 4型 (区分ポケット400□ )と ともに、4968年 7月
4日 の郵便番号制度発足の日に、東京中央郵便局で一般に公開されました。
これら一連の装置の実用化|よ、従来大手によって行われていた郵便物業務の大幅な効率改善

を成し遂げるとともに、亜Б便、駅、銀行などの省力化機器開発の先駆けとなり高度情報社会の
礎となりました。TR-3型 (区

ノ刀＼ポケツト50□ )|よ、現在、郵政博牛夕」館に保存されています。
‖

|

(写真提供 :株式会社東芝)

① TR-2型

② 郵便番号発足の日

③ 郵便物自動取揃押印′l幾

④ TR-3型

⑤ 活字印刷数字用読取区分機

②

☆顕彰先   :株 式会社東芝、郵政博物館

☆所在地   :〒 10チ8004 東京都港区芝浦 1-11(株式会社東芝)

〒131-8439 東京都墨田区押上 1-1-2東 京スカイツリータウン・

ソラマチ9階 (郵政博物館)

☆ホームページ :httpノ/www.toshiba.cojp/(東 芝)

http:〃 www.posta museumjp/(郵 政博物館)

☆アクセス(最召駅 ):」 R山手線・京浜東北線 浜松田J駅 徒歩 5分 (東芝)

東京メトロ半蔵問線・都営浅草線・京成線・京急線 押上駅または
東武スカイツリーライン東京スカイツリー駅下車 (郵政博キ勿館)

12

⑤
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で ん さ の 礎

―振 り返 れ lよ 未 来 が 見 え る一

ラップトップPC Tl100
LaptOp Personal Computer Tl1 00

篭鰺

①

ラップトップパーソナルコンピュータ (ラ ップトップPC)T44001よ、(株 )東芝がPテ千]発 し、

4985年 (昭不□60年)に ドイツで発売されました。1980年代初期の PCtよ、現在のデスク

トップ型と|よ比較にならないほど大型で、複数の人が 4台の PCを共有し、PCが設置され

た場所にユーザが移動して使用していました。T14001よ 、1980年特に世界を席巻していた

デスクトップ型 BM PCと完全な互換性を保ちながら、「だれでも、いつでも、どこでも」

使えるPCを 目指してPテ F弓 発された、ビジネスバッグに入れて持ち運べる小型サイズ・軽量の

ラップトップPCでした。T41001よ、机でlよデスクトップPCと 同様に作業し、外出時に

|よ T4400を 持ち出せばどこでも作業ができるという新しい PCの使い方を提案し、PCを
持ち歩くというビジネスユーザ市場を開拓して、ラップトップPC市場を立ち上げる先駆け

となりました。

T44001よ、ユーザの使い勝手も考慮して設計されていました。例えば、当時コントラスト

や視野角に難のあつたディスプレイは独自開発の高コントラスト表晶パネルを利用した上で、

見やすい角度に画面を調節できるようにしました。また、専用 Cを作つて部品数を減らし、

小型軽量化・低価格化を図りました。バッテリでの駆動時間を長くするために|よ回路の省

電力化を進めるとともに、使用電力を抑えるための電源舗」御技術も開発しました。T14001よ

PC事業拡大 |よもとより、関連部品産業の発展にも大きく貢献しました。

②

(写真提供 :株式会社東芝)

① ラップトップPC T4400
② 各吝Bのクローズアップ

③ 当日きのカタログ 1

④ 当時のカタログ2
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③

☆顕彰先   :株 式会社東芝

☆展示場所  :東芝未来科学館
〒212-8585 川崎市幸区堀川町 72-34ラ ゾーナ川崎東芝ビル2階

☆ホームベージ :http:〃toshiba― mirai― kagakukan.cojp

☆アクセス (最寄駅):」 R川障駅 徒歩 1分
④
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I

ここでtよ、第 1回～第 6回「でんきの礎」41件のリストとその写真を紹介しています (顕彰

名称 50音順、顕彰先の名称は受賞当時のもの)。 詳細については、電気学会「でんきの礎」

ホームページを参照下さい。

第 1回 「でんきの礎」 平成 20年 10月

機 インバータエアコン 東芝キヤリア (株 )

こ と

鸞場ヽ鰺
島
原

は
葉

擁
秋

第 1回 (平成20年)

鶴

インバータエアコン

簸
500kV系送電の実運用

岡部金治郎と分害」陽極マグネ トロン

東京電力 (株 )

関西電力 (株 )

東北大学 電気通信研究所

(株)東芝

(株)サ ンコーシヤ

(株)日 立ハイテクノロジーズ

(社)日本顕微鏡学会

志田林三郎と多久市先覚者資料館

一鬱 の先がけ

凸黒畠うニト多島毛Эtt」w10珍

日` ■ '

1人

繊
志田林二郎と多久市先覚者資料館 多久市先覚者資料館

人
藤岡市助と岩国学校教育資料館 岩□学校教育資料館

爾

第 2回 「でんきの礎」 平成 21年 5月

カテゴリー
|

顕彰名称 顕彰先

人 |

戦尋頬と簾疎敵魚i■迩 新幹線鉄道システム
～高速鉄道の先駆的研究成果～

鬱

観 赴
電気金

HU-2型

カテゴリー 顕彰名称 顕彰先

麟 秋葉原 (秋葉原駅周辺の電気街)
秋葉原電気街振興会

(東京都千代田区)

巖 ガス絶縁開閉装置
三菱電機 (株)(株)東芝
(株)日 立製作所

鹸 交流電化発祥の地 (作並『尺およびイ山曲線l山台～作並間) 東日本旅客鉄道 (株)l山 台支社

巖 座席予約システム :マルス4/みどりの窓□の先がけ
|

(財 )東 日本鉄道文化貝オ団

鉄道博物館

電力系統安定化技術こ と
東京電力 (株)中部電力 (株 )

関西電力 (株)九サ‖‖電力 (株 )

艤 日本語ワードプロセッサ 」llV-10 (株 )東芝

こ と
新幹線鉄道システム

～高速鉄道の先駆的研究成果～ 旬)鉄道総合技術研究所

電子顕微鏡 日U-2型 (透過型電写顕微鏡 )
こ と

巖

鹸
MSA(株 )

パナソニックエレクトロニックデバイス(株 )

電力用酸化亜鉛形ギャップレス避雷器

鬱

整負 塞  鬱
(透過型電写顕微鏡 )

17



環

第 3固  「でんきの礎」 平成 22年 3月 第3回 (平成22年)

|モノ :

tモノヂ

ウォークマン TPS― L2 ソニー (株 )

ソニー (株 )

ノンラッチアップ GBT
(絶縁ゲー ト・バイポーラトランジスタ)

(株)東芝

(独)日 本原子力研究開発機構
核融合研究開発部門
那珂核融合研究所

平成 23年 3月

ウォークマン TPS― L2■≡ィ|ノ ンラッチアップ16BTtモ ノ|蠍触蝿腱鋪鍵緋
〔
:ず 塩をヨ練鋒i盈

6を

|エ
イ
_IIli甘聖知聖

trri

訂
'■

i

古賀逸策と水晶振動子

く手■_|

こと
臨界プラズマ試験装置 JT-60

第 4回  「でんきの礎」

東京工業大学

甘_=ノエ1場可ユ5馬力誘導電動機および小平記念館 (株 )日 立製作所

人 高柳健次郎と全電子式テレl― ジョン 静岡大学 高柳記念未来技術倉」造館

tモノ : 電球形蛍光ランプ 東芝ライテック (株 )

ミヽr∠ヂ
フルカラー大型映像表示装置
(オーロラビジョン)

三菱電機 (株 )

第5回 「でんきの礎」 平成 24年 3月

日本電気 (株)

鋒路回|(平成23年)

一
ノ

一

一
モ

一

加藤鶏守Lど醇オ晨!論_孔まヨイトのiモみ
発明 と斎藤悪三による事業化   こと

高柳健次郎と全電子式テ レビジョン

i:貢蔵轍 。有蘊簿請雛

事  事

篭葦惨鋭 与うフ・■分 フルカラー大型映像表示装置

(オーロラビジョン)

第5回 (平成24年)

壬な
こと

tモノ :

こと

家庭用ビデオと放送番組視聴の実現

PC 9800シ リーズ

雨苫装彗登詮選異呂  圭′l 崇庭馬と多雰と晟選蕃轟れ言あ築当‐工́

パナソニックグループ エナジー社
三淋電機 (株)

NECパーソナルコンピュータ(株 )

売卜上先    |三ZI

(密 閲型ニッケルカドミウム蓄電池 )

接毛皇悪惜齢こ電雲罰議こよち栃あ嵌〕i薩 あ桑熟通惜t=′ |

嗽w∝ n」 apan anす εげow nh ttytow Pttuε,('y   (季
■

カテゴリー
| 顕彰名称 顕彰先

,場所I

こ と

明治期の古都における電気普及の先進事蹟
～琵琶湖疏水による水力発電および電気鉄道に

関する事業発祥の地～

京都市上下水道局
関西電力 (株 )

京都市交通局

ぶ…
上
｀

カテゴリー 顕彰名称 顕彰先

一本
一

一手
と， Ｃ

人 加藤興五郎,武井武によるフェライ トの

発日月と斎藤憲三による事業化

東京工業大学
TDK(株 )

人 三ニノさ

こと
古賀逸策と水晶振動子

カテゴリー 顕彰名称 顕彰先

iI∠誉
こと

NE式写真電送装置

tr41
カ ドニカ

(密閉型ニッケルカドミウム蓄電池 )

、娑  こと

拶蔭
依佐美送信所と超長波に秋る初の欧州

との無線通信

18

依佐美送信所記念館 (メ U谷市) PC-9800シ リーズ
i_モィ:

19



モ

第6回 「でんきの礎」

NC装置 (数値制作I装置)

工部省工学寮電信科と VV.Eエ ア トン

平成 25年 3月

日新電機 (株)京都本社工場

セイコーエプソン (株)

(株)手塚プロダクション

虫プロダクション (株 )

ソニー (株 )

(株)豊田中央研究所

東芝テック鯨 )

鎗6回 (平成25年)

雨jtti雪
(綴檀諭諭婆醤)壷望多

鰺
こと

巖

こ と

人 |

人 |

こ と 鉄腕ア トム

～国産初の連続長編アニメーション放送～

6督委3う多多う    やら
～宅あ襲監ィをと愁汚紫務べあ檻馬～

こと

the酬!:紹懸《謙彗善Bョ 留報 1乙「lds

工部省工学寮電信科と

WEエ アトン

う井二う読倦罫  li滲

トランジスタラジオ TR 55

モ え ピエプ`抵抗式半導体圧カセンサ

巖 マイコンレジスタ BRC-32CF―GS

顕彰先に|よ記念品として

クリスタル トロフィー (手前)

もしく|よ青銅プレー ト (奥)を

授与しています。

黒き剛|1第 四発電所 魏
一

こと        鉄醗夕
人  ～直鍋ぉ違垢二豊営テ

トム         こと
二負二し当レ顆≧～

1人

_モノ
=卜与うシ女残うシみ予声33こる   と皇鶏 筑単響林屋好毛う与  圭必 北海道 。本州間電力連系設備

～日本初の本格直流送電設備～

屋井先蔵

甲籐霧藝
争身島うじシス奏1課bL326件るd ‐干参

カテゴリー
|

顕彰名称 顕彰先

ファナック (株)

OF式コンデンサ

～その製品イЪと電力系統への適用～

クオーツ腕時計

黒吝岡|1第四発電所
こ と

麟
黒部川第四発電所

東京大学 工学部 電気系学科

鰺

モ 北海道 。本州 PD弓電力連系設備
～日本初の本格直流送電設備～こ と

電源開発 (株 )

人 | 屋井先蔵
東京理君大学

一般社団法人 電池工業会

20 21



第 7回顕彰委員会
い しずえ

電気技術の顕彰需U度『でん さ の礎 』公募案内

電気技術の顕彰制度 「でんきの礎」|よ 、平成 20年の創立 120周年の記念事業の一環と
して設立されたもので、衛年数件程度を選定、顕彰してしヽます。
「でんきの礎」候補の推薦 |よ 、会員資格の有無ノだと‐間わすどなたでもお寄せいただけます

ので、下記公募要領をこ参照のうえ、多数の候補を推薦いただきますようよろしくお願し、
しヽたします。

～ 公 募 要 領 ～

二

郎

規

孝

仁

樹

浩

之

旦

三

貝

　

　

正

　

隆

田

井

瀬

本

保

山

木

銀

久

仁

田

松

藤

大

柵

鈴

白

長

口員

員

ｏ興

員

一興

員

口員

口興委

委

委

委

委

委

委

委

明星大学

(株)東芝

明治大学

愛知工業大学

三菱電機 (株 )

日本経済大学

関西電力 (株 )

平成25年 12月

第 94代会長

第 95代会長

第 96代会長

第 97代会長

第 98代会長

第 99代会長

顕彰選考小委員会 主査

総務企画理事

第 7回顕彰選者小委員会

(目 的,

電気技術の顕彰制度『でんきの礎』 |よ 、「2司

世紀においても持続可能な社会」を考 える上で、
20世紀に大きな進歩を見せ、「社会生活に大き
な貢献を果たした電気技術Jを 振り返 11)、 その
中でも特に価値のあるものを顕彰することに
よつて、その功績を称えるも のである。これに
よつて、その価値を広く世の中に周矢0し、多く
の人々に電気技術の素晴 らしさ、面白さを矢□つ
てもらい、◆後の電気技術の発展に寄与するこ
とを目的とする。

(選定指針)

電気技術顕彰『でんきの礎』Iよ 、電気技術の

隠れた功績 善行などを称え、広く世間に矢□ら
せるものであり、技術史的価値、社会的価値、
学術的・教育的価値のいすれかを有し、略 25年
以上経過したものとする。

(選定基準)

少なくとも次の (¬ )～ (3)の価値のうち一つ以
上の価値を有するものとし、かつ (4)に該当する
ものとする。

(司 )技術史的価値

電気技術の発展史上重要な成果を示す物件、
史料、人物、技術、場所などで以下に該当す
るもの。

1未来技術に貢献をしたもの (途中で埋もれた

技術も含む)

2独倉」的で第一号になったもの
3世界的業績あるい|よ世界標準になったもの

(2)社会的価値

国民生活、経済、社会、文化のあり方に顕著
な影響を与えたもので、以下に該当するもの。
4ライフスタイル、コミュニケーション方法

を変え、新しい文化を築くなど、社会変革
をもたらしたもの

5電気に関連する産業あるい|よ 事業の発展に

著しく貢献したもの

6循環型社会を支える技術あるい(よ 省電力化

技術のさきがけとなつたもの

(3)学術的 ,教育的価値

電気技術を次世代に継承する上で重要な意義
を持つものとし、以下に該当するもの。

7新 しい概念の提案、電気理論の構築を行っ
たもの

8学術的研究で電気工学の発展に貢献したもの
9電気工学の教育に大きく寄与したもの

(4)共通として、略25年以上経過したもの

(顕彰対象カテゴリー)

顕彰の対象のカテゴリー |よ 、『モノ』、『場所』、
『こと』、『人』の4種類とし、国内の電気技術の
業績に限定する。

(推薦者の資格)

電気学会会員 (含む、事業維持員)また|よ 、電気
学会会員外の一般の方。

(選老方法)

推薦された顕彰候補について、顕彰委員会に
て厳正なる審査 (現地調査・ヒアリング含む)を
行い、電気学会としてこれを決定する。

1顕彰件数〉

毎年、数件程度を選定し、発表、顕彰状およ
び記念品を授与する予定である。

(推薦期限)

推薦十よ随時受付 (詳細は木―ムページ参照)

【推薦方法】

電気学会「でんきの礎Jホ ームページより、『「で

んきの礎」提案用紙』をノヌゥンロードしていただき、

必要夢項 (提案テーマ名 提案する理由 提案者情報

など)を ご記入の上、Eメ ールまたは郵送にて下記

宛先までご提出下さい。

〔提出先〕

〒1020076東京都千代田区五番[]J6-2
HOMAT HOR ZONビ )レ 8階

電気学会 総務課 顕彰担当

Eメ ールアドレス 莉mkyOku@ee or,p

平成 25年 42月
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